














要約:わが国における新生児マス・スクリーニングについて,新たなプログラムの導入, お

よび既存プログラムの実施の際に求められるインフォームド・コンセントの条件について

検討を行った。対象者はスクリーニングの専門家(臨床医および研究者)を用いた。インフ

ォームド・コンセントとしては,十分な説明として, スクリーニングの意義・内容,安全性,

危険と利益などの情報提供が必要であり,文書による説明が望ましいと指摘されていた。

また,同意に際しては,説明に対する理解の確認が必要であり,多くの者が文書による同意

を求めていた。スクリーニングの法的義務付けについては,大半の者が不必要としていた。

スクワーニング検査検体の利用については, 目的外利用を認めるものが多かったが, その

条件として同意あるいは第三者機関の判断が必要であることが指摘されていた。


